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6.逆 00mpiler LOUPについて

門 倉 敏 夫 ,山 本  浩 ,福 島啓 寿 ,田 中 賢

(早稲田大学電子計算室 )

l・ 目 的

LOUP(■ ogiC Qf U_nknOWn PrOgramming)は 未 知 (a)prOgramを 解 読 す る pr ograln

であり,現在の対象計算機は TOS BAC-312■ で ある。

2。 方  式

LOUPは 2-pass方 式で,LOUP一I,LOUP一Ⅱに分かれている。

LOUP一Iは被 test program(1+l addreSs方 式 )を忠実に実行 し,その実行 した

prOgramを 1-addreSS方 式に tabl e(≒ .tableと 呼ぶ )に格納すると同時に pro―

gramの切 目を知 り, VariableじOnn eCtOrの 存在を探知 し,実行 した L9Cationを 次

々印刷 し,L oopに入れば,印 刷 を止めて ,退 出の時にその回数を印刷する programで

LOUP一Iへの橋渡 しを行 うと同時に単独でも運転可能な動的な programで ある。

LOUP一Ⅱは LOUP一 Iで作成 された二J表 を基 にしてこれを statlCに解読 しFORTR AN

形式に印刷する programで ある。

3。 現在 の能 力

被 test prOgramは 1,000 Stepま でであつて,LOUP一Iの解読可能なstatement

は , Ari thmetiC, IF,GO TO,Ass■ gned GO TO,DO statement で ある。

4。  例
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5。 LOUP一 Iに つ い て

以下 にこの general flow chartを示す。紙面の都合上 ,de toilの Flow chart

は省略する。

被 teSt prOgramを 所定の位置に読み込んでから,先 ず部分印刷の指示 /(1又 は じ)

を与え,開始番地 (″ )と 終了番地 (r)の 指示を行い,LOUP Iの みで使用する場合,便

利 なように■  tab leの印刷の指示 J(1又は 0)を行つて,各種 Tableを零 として , 種

々の initial setの 後に① に入 る。

LOUP lは例題 にも示 した如 〈,1+l address方式で通過 Locationを 明示するの

がその 目的の 1つであるから, tr ac erの 如 く忠実に被 teSt prOgramを 追 うために各演

算 を実行 して行 〈から各 pSeudO regiSterを持つている。

この対称計算機は regiSterが addreSSを持つているから先ずこの処置を0で行 う。こ

こでは各 reg■ sterについて tableを 作成 し,2夕 の命令語で11載 き代えを行い結果が記録

される様 にしてoに戻る。0→ (2)の 間では実行途中でこの table C)Locationが 出現 した

場合の処置を行 う。

②か 蚊.」♪までの流れはLOUPに橋渡 しを行つた場合 1/⊂ 便利な様 |′
て1+l address方 式を

1-address方 式 としで 二J表 とする種々の準備をする。

すなわち

(|)通過 したL OCatiOnには CheCkを入れる。

(li)併 しなが ら現在の LOCat■ Onに CheCkが な〈ても今まで通過 して来た Location

に cheCkが あれば ,現在のL ocati onは variable connectorか Loopの exit

であるか らこの処置をする。

(爾 )′今まで通 :il[塁 して来たLOCat10nに ・ChёCkが な〈,現在のL OCati Onに Ch ec卜 があ

ればLoopの re tu rnと 考え ,こ の checkを入れ , 再び同 じ状態でこの che ckを 通

過すれば LOoo Counterを 上げる。

(lv)‐―‐度通 il邑 した Locatlonは variable connector(testを 含'む )以外は印届llし

ない.

の動作 を行 う。

次に④ か ら⑤ までは先ず命令語を復元 して ,i ndexを 使用 した場合には tru eの Loca―

tiOnに直 してから,pseuδo registerを 相手に実行を行い, この命令語を 為 tab]e

の 1員 として加え,次の実行番地を求めて①に戻る。

最終番地に到達すれば ,'LOUP Iへ の準備のため variable connec tor table完 了

So R。 (一番最初の variable connectorは 無視されているため )を 通つて exitする.
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Genera,J flow chart, (,))
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Ⅳ Partカミ γ/ γβ γσ の場合

一一
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6. LOUP一 Ⅱ に つ い て

LOUP一Iは LOUP一 Iで作成された 1-address形の 島 tableを staticに 解釈 して

FORTRAN型 に印刷する prOgramで ある。

併 しなが ら未知

「

Ogranを解釈 して行 くのであるか ら,Constantと variable の区

別がつかず ,すべて variableと して印刷する。勿論 F[iXed pOintと Floating point

の判定 もつかない欠点が ある.                1

ここ́)"neral f10W Chartを以
~下

|(牙そす。

先ず So R.8に よつて LOUP Iで作成 した Ve C。 (variable cohnector)tableを

調査 し,行先 が 3ケ以上 であれば Vo Ceと判定 し,行先が 2夕 の場合 ,命令が test命令で

ない場合 は V・ C・ と判断する.それ以外の場合は皆消 じ去 る。

initial setの 後 ,先ず Ve C.の checkが ある場合には,Ve C。 である ch eckを table

用 に変更 して ,S.R。 1に 入 る。ここでは与 えられた 10進法 4桁の 10Cat10nに 対 し,舌L

数 を使用 して 2桁の英字 を発生 し,tableに記入 してお く.

S.R.3で は “("の cou nterを判定 し(Arith m etic statement等 で必要 )存在す

れば これを印刷する。

次 に S.R.1で求 めた代名詞を印刷 し,Sc R。 9で ノんtable(演 算命令 によつて

Arithmetic statmentの 原表 を作成 して行 〈table)を全部打 ち出 して Assigned

GO TOの 印刷 |′
て入 る .

先ず S.R。 4で statement ncを 印刷 した後 にGO TO■ (Sl,S2,・ ・・・ )と 印刷 して

0に戻る。

次の判定はプログラムの切 目の ch e ckで あり,も しここで切れていればDO Loopの 端に

来た可能性があるので DOの判定 S.R.7に入る。

ここでは indexに よるmodifゝ″のみを DOと判定 し通常の address mod■ f⊥ cation,

及び不定回数の iterationは IF statementで 表現する.

以下の島 tableを 調査する必要があるか ら別に COunterを起 して ,この出発の LOca―

tiOnに戻 るまで,以下の prOgram中 にi ndex判 定の命令があれば一応拾い上げてtable

(J卜 t`able)を作成 し,調査終了后 この〃P table内 の命令語の行先を しらべ ,調査範囲

内に戻れば DOの nestと 考えられ , 次国の同様な調査で再 び拾い上げ られるか ら,行先が

外部に出たもののみを印刷する.す なわち行先のLocat■ onの statement no。 を印刷 し,

(COn tinueは 不必要 )③に戻る。

併 しなが らDO statementと 判定できない場合 には,こ こで prOgramの 切 目とのみ判

定 し,今までのノたtableを 印刷 して0に戻る。

③か らは各命令に従つて解読作業に入 り,終了後 ,次 のLocationを 求め,S.R。 15に

入 り, こ《1)Locatlonが statement no. tableに 登録 してあれ |ば GO TO statement



°
と解釈 して実行 し,さ もなければそのまま0に戻る。

以下命令別の実行を示す。又紙数の都合で省略 したS.Roの機能を説明する。

S.R.′ 2

′   4

〃   5

〃   6

″  10

〃  11

″  12

′  13

″  14

ノt table作成用 (S.R.9を 含む )

Statement nO・ 発生三用                 |
イル tab10 Clear用 (S.Re l,2を 含む )

代名詞発生用

IF statement印 刷用 (Se R.3,.6,。 9を含む
・
)

S.R.10の補助 である .

( )の処理用 (SR.2を 含む )

index判定用

Assigment statement判定用
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命 令 別 に よ る実 行
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